







その他のタイトル Generational Differences of Accent and
Neutralization of Contrast : Based on Data






本稿では，2014 年 1 月に長野県千曲市で実施した臨地調査の結果に基づい
て，方言地域におけるアクセントの世代間推移の実態ならびにアクセント変化
を支える音韻論的機序について考察する．本研究では同市に居住する老年話者












（ 1 ）　 a ．サ]ムカッタ （高年） ＞ サム]カッタ （中年） （寒かった）

































語と同様である．ただし共通語と異なる特徴として，2 拍名詞の第 1 類と第 2




















（NHK 1998; 田中・窪薗 1999; 秋永 2001）．
（ 2 ）　共通語
 　 終止形 　　 ク形 　　過去形
a ．第 1 類（平板） …○○-イ= …○○-ク=（なる） …○○]-カッ-タ
（例：赤い）
b ．第 2 類（起伏） …○○]-イ …○]○-ク（なる） …○]○-カッ-タ
（例：白い）
ク形では，第 1 類（平板）形容詞が無核であるのに対し第 2 類（起伏）形容
詞では語幹の次末拍に核のある型になる（以下，「語幹－ 2 型」）．過去形の場
合は第 1 類・第 2 類ともに起伏の型となるが，核の位置に対立があり，第 1















165）は 1989～1990 年に長野市で行った調査に基づいて，北信方言の第 1 類
形容詞のアクセントに〔平板型 ＞ 語尾核型 ＞ 語幹－ 1 型（共通語形）〕へと
進む世代間推移が認められることを指摘している．以下にその内容を摘要する．
・平板型「アカ-カッ -タ=」は 1934 年～1945 年出生の世代（第 4 世代）
では優勢であったが，1946～1957 年出生の世代（第 5 世代）では減少
し，1958～1969 年出生の世代（第 6 世代）では皆無に近くなる．
・平板型に代わる型として目立ち始める語尾核型「アカ-カ] ッ -タ」は，第
5 世代で増加し始め，第 6 世代では最も優勢な型としての地位を得る．
















   　終止形 　　　ク形 　　  過去形
     …○○-カッ-タ=
a ．第 1 類（平板） …○○-イ= …○○-ク=（なる） …○○-カ]ッ-タ
     …○○]-カッタ
（例：赤い）








1983; 稲垣 1984; 日比谷 1990; 秋永 2001; 小林 2003; 田中ゆかり 2003; 三樹




















ループ（式）が認められるという（田中 2005: 96, 293－298）7．








うと，表 1 にある 6 種の付属語はさらに 4 つの類へと集約できる．すなわち












動詞 m n o p q r
アスブ= アスビ]モ アスビタガル= アスビナガラ= アスビマ]ス アスンデ= アスンダ]リ
オト]ス オト]シモ オトシタガ]ル オトシナ]ガラ オトシマ]ス オト]シテ オト]シタリ





























（ 6 ）　 a ．北信方言（声調式） b ．共通語（支配式）
 アソブ= アソビ-タガル=  アソブ= アソビ-タガ]ル



















き取りを行った．年齢層の分布は老年話者が 1 名，高年話者が 3 名，中年話
者が 5 名である．それぞれの年齢・生年は次のとおりである．（年齢は調査当
時（2014 年 1 月）のもの）
（表 2）話者
世代 話者 年齢 生年 性別
老年 A 99 大正 4 女
高年 B 73 昭和15 女
C 70 昭和18 女
D 60 昭和28 男
中年 E 48 昭和40 女
F 43 昭和45 女
G 42 昭和46 女
H 42 昭和46 女
I 39 昭和49 男
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（ 8 ）　 a ．連用 1 拍 煮る，寝る 13
b ．連用 2 拍 言う，開ける
c ．連用 3 拍 遊ぶ，慌てる，教える





































(4b)に見たように，北信方言の第 2 類ク形では語幹－ 2 型（…○]○-ク）が伝
統的な型だが，老年・高年の話者ではこの型が支配的である一方で，中年話者
ではこれとは異なる型として語幹末尾拍に核を置くパターン（…○○]-ク）が
目立つようになる（語幹－ 1 型）．調査結果を表 4 に示す．表中の空欄は在来
の語幹－ 2 型の発話を，「＊」は新型である語幹－ 1 型の発話を表す．
（表 3）第 1 類形容詞ク形








（表 4）第 2 類形容詞ク形






痛くなる ＊ ＊ ＊
うまくなる ＊ ＊
ぬるくなる ＊
うるさくなる ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
細かくなる ＊ ＊ ＊
汚くなる ＊ ＊ ＊ ＊
せつなくなる ＊ ＊ ＊ ＊
短くなる ＊ ＊ ＊ ＊ ＊




この型は老高年層でわずか 1 割弱（56 発話中 5 項目）に過ぎないのに対して




に見たこの型の割合は語幹 2 拍の形式で 18%（72 発話中 13 項目）であるの
に対し，語幹 3 拍の形式では 50%（54 発話中 27 項目）に急伸している．表 6
に基づく独立性の検定の結果，語幹の拍数と末尾化率との間には 0.1%の水準
で有意な相関が認められた（χ2（1）=14.5321, P=0.00013779）．





る．すなわち第 2 類では新型である語幹－ 1 型（例：シロ]-ク）への変化が目
立つのに対して，第 1 類では新型の勢いが弱く，従来ある共通語形（例：ア









語幹－ 2 型 語幹－ 1 型
語幹 2 拍 59 13
語幹 3 拍 27 27
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4.3　過去形（第 1 類）
2.2 節で述べたように，北信方言では第 1 類形容詞過去形のアクセントに












世代は馬瀬（1997）で言うところの第 6・第 7 世代（1958～1981 年出生）に
あたる．馬瀬（1997: 165）はこの世代における語幹－ 1 型は「取るに足らな
い勢力」であると述べているが，今回の調査では同じ世代の話者による 35 発
話中の 63%にあたる 22 発話において語幹－ 1 型が聞かれた．この結果を見る
限り，語幹－ 1 型への変化の勢いは馬瀬（1997）の報告当時よりもさらに加
速しているようである．
（表 7）第 1 類形容詞過去形
調査語句 A B C D E F G H I
赤かった 0 # # # 0 ＊ ＊ # #
軽かった 0 # # # ＊ ＊ ＊ # #
遅かった 0 # # # 0 # ＊ ＊ #
暗かった 0 # # # ＊ ＊ ＊ # #
明るかった 0 # # # ＊ ＊ ＊ ＊ #
冷たかった 0 # # # ＊ ＊ ＊ ＊ #









在来の語幹－ 2 型は無印とし，新型である語幹－ 1 型を「＊」で示す．
老高年世代ではごく散発的にしか見られない語幹－ 1 型は，中年世代では 7




（表 8）第 2 類形容詞過去形
調査語句 A B C D E F G H I
白かった ＊ ＊
寒かった ＊ ＊ ＊ ＊
速かった ＊ ＊ ＊
狭かった ＊ ＊ ＊
細かった ＊
痛かった ＊ ＊ ＊
うまかった ＊ ＊ ＊ ＊
ぬるかった ＊ ＊ ＊
うるさかった ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
細かかった ＊ ＊ ＊
汚かった ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
せつなかった ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
短かった ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
めでたかった ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
（表 9）世代と末尾化傾向




中年話者に目立つ語幹－ 1 型は，東京都内ではいち早く 1950 年代からその
存在が確認されており（秋永 1957; 清水 1958），その後も長らく共通語（東京
語）におけるアクセント変化の典型的な事例として取り上げられてきた（清水










なお，表 8 からは，語幹－ 1 型の増加が語の拍数とも深くかかわっている
ことがうかがえる．語幹 2 拍の形式では語幹－ 1 型は 3 割程度（72 発話中 23











語幹－ 2 型 語幹－ 1 型
語幹 2 拍 49 23
















老高年世代（A ～ D）では起伏化率は約 2 割に留まるのに対し，中年世代では
約 4 割が起伏化した発話であった．この点について次表に基づいて独立性の検
（表 11）平板動詞＋ナガラ
調査語句 A B C D E F G H I
煮ながら（－） ＊ ＊ ＊










慌てながら（＋） ＊ ＊ ＊
疑いながら（－） ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
疑いながら（＋） ＊ ＊ ＊ ＊
捕まえながら（－） ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
捕まえながら（＋） ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
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定を行ったところ，中年世代話者群とそれよりも高齢の話者群とでは起伏化傾
向に 1％水準で有意な差が認められた（χ2（1） = 6.79051, P = 0.00916435）．
前接動詞の拍数と起伏化率との間にも著明な相関が見て取れる．次表にまと






















1 8 / 36 22%
2 1 / 36 3%
3 9 / 36 25%




















（表 14－1）主節動詞のアクセントと起伏化傾向 （表 14－2）前接動詞の活用種と起伏化傾向
平板 起伏 平板 起伏
主節無核 52 20 母音語幹 61 29
主節有核 49 23 子音語幹 40 14
（表 15）平板動詞＋タイ































調査語句 A B C D E F G H I
煮たがる ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
寝たがる ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
言いたがる ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
開けたがる ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
遊びたがる ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
教えたがる ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
散らかしたがる ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
捕まえたがる ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊
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点からは説明の難しい現象である．5.1 節に見たナガラと同様，タガルも 3 拍
からなる付属語なので，仮にアクセント節の長さが起伏化を促す要因として働







































（第 1 類）」と「白い，短い（第 2 類）」を例に，高年世代と中年世代での過去
形のアクセントを比較して示す．
（12）　 a ．高年世代
ⅰ．アカ-カ]ッ-タ，アカル-カ]ッ-タ （第 1 類：語尾核型）
ⅱ．シ]ロ-カッ-タ，ミジ]カ-カッ-タ （第 2 類：語幹－ 2 型）
b ．中年世代
ⅰ．アカ]-カッ-タ，アカル]-カッ-タ （第 1 類：語幹－ 1 型）
ⅱ．シロ]-カッ-タ，ミジカ]-カッ-タ （第 2 類：語幹－ 1 型）
a ．ク形 b ．過去形
老年 …○○-ク=（なる） @ 老年 …○○-カッ-タ=
高年 …○○-ク=（なる） @ 高年 …○○-カ]ッ-タ
中年 …○○-ク=（なる） @ 中年 …○○]-カッ-タ @
a ．ク形 b ．過去形
老年 …○]○-ク（なる） @ 老年 …○]○-カッ-タ @
高年 …○]○-ク（なる） @ 高年 …○]○-カッ-タ @





第 1 類・第 2 類とも語幹－ 1 型に収束しており，「一，二類の一型化」（清水



































（13）　 a ．平板動詞＋ アソビ= ＋ ナガラ ＞ アソビ-ナガラ= （遊びながら）





（14）　 a ．平板動詞＋ アソビ= ＋ ナガラ ＞　アソビ-ナ]ガラ （遊びながら）



























  　在来型  　　新型
アカ-イ= （平板） アカ-カ]ッタ ＞ アカ]-カッ-タ
シロ]-イ （起伏） シ]ロ-カッタ ＞ シロ]-カッ-タ
b ．動詞＋付属語
  　在来型  　　新型
アソビ= （平板） アソビ-ナガラ= ＞ アソビ-ナ]ガラ












• 第 1 類ク形（表 3 ）
世代を問わず在来の平板型が維持されており（例：アカ-ク=），
この型は共通語と同形である．





































































1 ． 2 拍名詞第 2 類が平板型を示す地点は長野県南部の静岡県境付近（天竜川流域）
にもある（馬瀬 1992: 495, 591）．
2 ．ただし，全ての語が完全に共通語と同じ型を示すわけではなく，語によっては
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資料
臨地調査で用いた調査文は以下のとおりである。調査ではこれらの短文をランダム
に配置した。
○　形容詞ク形
第 1 類
色が赤くなる，箱が軽くなる，帰りが遅くなる，外が暗くなる，部屋が明るく
なる，水が冷たくなる，夜になると危なくなる
第 2 類
色が白くなる，風が寒くなる，足が速くなる，道が狭くなる，道が細くなる，
肩が痛くなる，字がうまくなる，お湯がぬるくなる，音がうるさくなる，
割れて細かくなる，部屋が汚くなる，気持ちがせつなくなる，鉛筆が短くなる，
お正月でめでたくなる
○　形容詞過去形
第 1 類
色が赤かった，この荷物は軽かった，足が遅かった，外は暗かった，部屋が
明るかった，水が冷たかった，とても危なかった
第 2 類
色が白かった，外は寒かった，足が速かった，道が狭かった，道が細かった，
腰が痛かった，字がうまかった，お湯がぬるかった，音がうるさかった，
とても細かかった，水が汚かった，とてもせつなかった，帯が短かった，
とてもめでたかった
○　ナガラ節
野菜を煮ながら呼んだ，野菜を煮ながら食べた
寝ながら呼んだ，寝ながら読んだ
文句を言いながら泣いた，文句を言いながら書いた
窓を開けながら呼んだ，窓を開けながら書いた
楽しく遊びながら聞いた，楽しく遊びながら食べた
とても慌てながら聞いた，とても慌てながら書いた
太郎は疑いながら開けた，太郎は疑いながら書いた
虫を捕まえながら呼んだ，虫を捕まえながら書いた
○　タイ節
今夜は大根を煮たい，今夜は早く寝たい，太郎に文句を言いたい，南の窓を
開けたい，花子と一緒に遊びたい，英語を教えたい，今夜は 6 時に伺いたい，
トンボを捕まえたい
○　タガル節
お母さんはいつも大根を煮たがる，お父さんはいつも早く寝たがる，弟は
いつも文句を言いたがる，先生はいつも窓を開けたがる，太郎はいつも兄と
遊びたがる，先生はいつも英語を教えたがる，弟はいつも部屋を散らかしたがる，
弟はいつも虫を捕まえたがる
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